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【｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電

促
進
賦
課
金｣

の
減
免
に
つ
い

て
】

　
東
日
本
大
震
災
で
事
務
所
や
住

居
、
そ
の
他
の
施
設
、
設
備
に
被

害
を
受
け
、
市
町
村
長
な
ど
か
ら

証
明(

建
物
な
ど
の
被
害
概
況
が

記
載
さ
れ
た｢

り
災
証
明
書｣

な

ど)

を
受
け
た
人
、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に

伴
い
避
難
指
示
区
域
な
ど(

旧
緊

急
時
避
難
準
備
区
域
を
含
む)

か

ら
避
難
さ
れ
た
人
は
、
東
北
電
力

に
申
し
出
す
る
と
８
月
分
か
ら
平

成
25
年
４
月
分
ま
で
電
気
料
金
に

適
用
さ
れ
る｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金｣

の
減
免

措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
こ
れ
に
よ
り
減
免
を
受
け
た
場

合
、
太
陽
光
発
電
の
余
剰
電
力
買

取
制
度
に
伴
う
太
陽
光
発
電
促
進

付
加
金
に
つ
い
て
も
、
９
カ
月
分

が
免
除
さ
れ
ま
す
。

減免額計算例(資源エネルギー庁試算)

標準家庭(１カ月の電気使用量：300kwh、電気

料金：約7,000円)の場合

・再生可能エネルギー発電促進賦課金

300kwh×0.22円/kwh＝66円

・太陽光発電促進付加金

300kwh×0.04円/kwh＝12円

・合計78円(月額)･･･減免額

ＮＰＯ法人フォルダ主催の第３回避難者交流会で流しそ
うめんを楽しむ雇用促進住宅堤ケ丘宿舎の皆さん

｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

固
定
価
格
買
取
制
度｣

と
は
？

　
日
本
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
育
て
る
た
め
、
太
陽
光
、
風
力

な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
発
電
し
た
電
力
を
電
力
会

社
に
、
一
定
期
間
、
一
定
の
価
格

で
買
い
取
る
よ
う
義
務
付
け
る
制

度
で
、
７
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買
い

取
る
費
用
は｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金｣

と
い
う

形
で
、
電
気
料
金
の
一
部
と
し
て

８
月
分
か
ら
利
用
者
が
負
担
し
ま

す(

従
量
制
供
給
の
場
合
の
平
成

24
年
度
単
価
は
１
ｋ
ｗ
ｈ
あ
た
り

０
・
22
円)

。

問
い
合
わ
せ
先

▼｢

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
買
取

制
度｣

お
よ
び｢

再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
促
進
賦
課
金
減
免

制
度｣

に
関
す
る
こ
と

・
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
室
☎
０
５
７
０

－

０
５
７

－

３
３
３
　
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電

話
か
ら
は
０
３

－

５
５
２
０

－

５
８
５
０

▼｢
減
免
の
申
込｣

に
関
す
る
こ
と

・
問
い
合
わ
せ
…
東
北
電
力
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０

－

１
７
５

－

４
６
６

・
申
し
込
み
…
東
北
電
力
花
北
営

業
所(

〒
０
２
４

－

０
０
９
４
北

上
市
本
通
り
四
丁
目
11
番
12
号)

▼｢

賦
課
金
減
免
用
り
災
証
明
書

発
行｣

に
関
す
る
こ
と

・
市
民
税
課
　
　
３
１
４
６
～

３
１
４
８(

北
上
市
役
所
本
庁
舎

１
階)

・
消
防
防
災
課
　
　
３
７
１
３

(

北
上
消
防
署
内)

※
申
請
の
際
は
、
建
物
な
ど
の
被

害
状
況
が
確
認
で
き
る
写
真
ま
た

は
修
繕
な
ど
を
行
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
書
類(

領
収
書
な
ど)

を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
お
持
ち
の｢

り
災
証
明

書｣

も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
あ
ら
た
め
て
申
請
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

大船渡市 陸前高田市 宮城県 福島県 市内間

17世帯 36世帯 24世帯 21世帯 ７世帯

36人 67人 55人 63人 19人

※市で把握している人数です。市内に避難している人で、まだ北上市に連絡してい
ない人はご連絡ください。

田野畑村 宮古市 山田町 大槌町 釜石市

１世帯 10世帯 29世帯 78世帯 57世帯

４人 17人 59人 152人 139人

市内の避難者状況　　　　  　　(７月20日現在・合計280世帯、611人)

内
線

末
松
復
興
副
大
臣
が
　

企
業
誘
致
視
察
で
来
庁

　
復
興
庁
の
企
業
立
地
・
検
討

チ
ー
ム
は
４
日
、
被
災
地
の
企

業
誘
致
を
進
め
る
た
め
の
先
進

地
視
察
と
し
て
当
市
を
訪
問
。

同
チ
ー
ム
長
の
末
松
義
規
復
興

副
大
臣
は｢

復
興
に
は
雇
用
確

保
が
必
要
。
東
北
の
被
災
地
に

１
０
０
社
の
企
業
誘
致
を
目
指

す
。
北
上
市
な
ど
自
治
体
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
学
び
支
援
に
つ
な
げ

た
い｣

と
説
明
。
髙
橋
市
長
や

幹
部
職
員
と
企
業
誘
致
の
経
過

や
企
業
立
地
の
支
援
制
度
、
人

材
育
成
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

企
業
誘
致
な
ど
に
つ
い
て
髙
橋
市

長
や
幹
部
職
員
と
意
見
交
換
す
る

末
松
副
大
臣(

左)

内
線
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農政課  内線   5115～5116

市市の動き

生活環境課  内線   3422～3424

△

貸出期間…１日(開庁日の午前９時～
午後５時)△

測定内容・範囲…空間放射線量率(μ
Sv／時)・市内に限る△

対象…市内に住所がある個人・団体△

貸出料金…無料△

申し込み…事前に電話で予約。申請用
紙と身分証明書のコピーを生活環境課へ

◎簡易放射線測定器を貸し出しています

■定点測定結果(毎週水曜日測定)
　６月19日～７月18日(地上１ｍを測定)

本庁舎屋上 0.05～0.06

黒沢尻西小学校 0.06～0.07

黒岩小学校 0.06～0.08

飯豊学童保育所 0.05～0.06

竪川目運動場 0.03～0.04

江釣子小学校 0.05～0.06

北上総合運動公園 0.06～0.07

(単位：μSv/時)

※定点・市内産農産物の測定結果の詳細は、
市のホームページに掲載しています。今後
も測定を継続し、傾向を確認していきます。

(国が示した学校などの望ましい数値：１mSv／年)
(県が除染の補助対象とした数値：１μSv／時)
１mSv(ミリシーベルト)＝1000μSv(マイクロシーベルト)

　(

有)

山
城
陸
運(

神
奈
川
県
川
崎

市
・
山
城
清
真
代
表
取
締
役
社

長)

の
北
上
産
業
業
務
団
地
へ
の

立
地
が
決
ま
り
６
月
26
日
、
本
庁

舎
で
企
業
立
地
協
定
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

有
限
会
社
山
城
陸
運
と

企
業
立
地
協
定
を
調
印

調印後に握手を交わす山城代表取締役社長(右
から２人目)、髙橋市長ら

ふ
る
さ
と
北
上

応
援
寄
附

■市内産農産物の放射性物質簡易検査結
果(６月分)
　キュウリなどの野菜、フキなどの山菜、
米について検査し、延べ44検体のいず
れからも、国の基準値(１kg当たり100ベ
クレル)を超える放射性セシウムは検出
されませんでした。

　
同
社
は
、
鋼
材
を
中
心
に
商
社

や
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
資
材
の
運
送

業
務
を
行
っ
て
い
て
、
今
回
新
設

す
る
拠
点
は
、
国
内
６
カ
所
目
と

な
り
ま
す
。
北
東
北
３
県
の
よ
り

細
か
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も

に
、
荷
主
と
提
携
し
事
業
展
開
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
12
月
か

ら
操
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
金
採
択
結
果

　
市
民
公
募
型
協
働
事
業
補
助
金

(

ま
ち
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン
ジ)

の
審

査
会
と
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
は
５
日
、
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
社
会
の
課
題
解

決
や
、
地
域
活
性
化
を
図
る
市
民

活
動
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、

企
業
の
地
域
貢
献
活
動
と
い
っ
た

自
発
的
な
公
益
活
動
を
応
援
し  

｢

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り｣

を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
終

了
後
の
審
査
会
で
は
、
市
の
採
択

事
業
２
件
と
、
本
事
業
の
協
働
相

手
で
あ
る｢

特
定
非
営
利
活
動
法

人
き
た
か
み
市
民
活
動
基
金｣

採

択
事
業
２
件
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
選
ば
れ
た
事
業
と
団
体
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
復
活
裏
千
本
桜
並
木
！
極
楽
寺

へ
の
道
景
観
づ
く
り
事
業(

稲
瀬

町
自
治
協
議
会)

○
あ
づ
ま
海
道
道
標
設
置
お
よ
び

路
線
詳
細
地
図
作
成
事
業(

北
上

あ
づ
ま
海
道
歩
く
会)

○
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
の

た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
事

業(

Ｓ
Ｓ
Ｔ
教
室
・
あ
じ
っ
こ)

○
秋
葉
神
社
火
防
祭
歴
史
事
業

　
北
上
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
た
だ
く｢

ふ
る
さ
と
北
上

応
援
寄
附｣

と
し
て
、
次
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
南
川
真
由
美
さ
ん(

東
京
都
江

東
区)

○
和
佳
会(

北
上
市)

○
田
口

綾
子
さ
ん(

東
京
都
大
田
区)

○
竹

澤
健
一
さ
ん(

東
京
都
大
田
区)

○

菊
池
み
ゆ
き
さ
ん(

大
阪
府
大
阪

市)

○
千
葉
一
矢
さ
ん(

東
京
都
東

大
和
市)

(

４
月
１
日
～
６
月
30
日
・
受
け

付
け
順)

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
財

政
課
　
　  

３
３
１
４

内
線

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ

県
内
１
位

　
全
国
の
市
を
対
象
に
し
た｢

住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
２

版｣(

東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
公

まちづくりへの思いを発表する公開プレ
ゼンテーション

表)

が
６
月
29
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
上
市
は
７
８
８
都
市
中

１
７
３
位
。
岩
手
県
内
で
は
１
位
、

北
海
道
・
東
北
で
も
９
位
に
な
り

ま
し
た
。

　｢

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ｣

は
、

｢

安
心
度｣｢

利
便
度｣｢

快
適
度｣

｢

富
裕
度｣｢

住
居
水
準
充
実
度｣

の

５
つ
の
観
点
で
、
国
な
ど
の
公
的

な
統
計
に
よ
る
14
指
標
か
ら
偏
差

値
を
算
出
し
、
そ
の
単
純
平
均
を

総
合
評
価
と
し
て
ラ
ン
キ
ン
グ
し

た
も
の
で
す
。

(

特
定
非
営
利
活
動
法
人
き
た
か

み
観
光
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ)




